
 

1 

2023 年５月 31 日 

 

各   位 

会 社 名 ジューテックホールディングス株式会社 

代表者名 代表取締役社長 植木 啓之 

 （コード：３１５７ 東証スタンダード市場） 

問合せ先 執行役員 経営企画部長 畠山 暁 

 （ＴＥＬ：０３－４５８２－３３８０） 

 

 

中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年３月期から 2026 年３月期までの 3 ヵ年の中期経営計画を策定いたしましたので、別紙の

とおりお知らせいたします。 

 

 

（添付資料） 

「中期経営計画 2024年３月期－2026年３月期」 
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次代を見据えて

中期経営計画 2024年3月期-2026年3月期

ジューテックホールディングス株式会社



事業環境
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中期経営計画

新型コロナウイルスの影響も落ち着き景気回復の動きが活性化する一方で、世界的な地政学的リスクやインフレリ
スクの高まり等から、事業環境の不確実性は継続する状況にある。また、各国は考えうる様々な金融や経済対策を
打ち出してきており、今後の動向を十分に注視する必要がある。

・リノベーション需要増加
・リフォーム需要増加
・環境配慮商品普及
・認証材の利用推進
・国産材の利用推進
・ネット流通の進化
・シニアマーケットの拡大

・少子化支援政策充実
・デジタル技術の進展
・働き方改革の推進
・生活スタイル変化
・カーボンニュートラル
・空き家問題

・高齢化
・インフレリスク
・人口減少
・中小工務店等の後継者問題
・競争激化（異業種参入等）
・物流担い手不足
・施工現場人材不足

機会要因 リスク要因



中期経営計画テーマ
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企業変革力の向上

著しい事業環境変化に対応したダイナミック・ケイパビリティ（企業変革力）が求められている

１．事業基盤の強化 ２．ビジネスフレーム
ワークの進化

３．事業ポートフォリオ
の最適化

 人材マネジメント強化

 ガバナンス最適化

 財務体質強化

 DXの推進
 営業スタイルの多様化
 サプライチェーンネットワー
クの最適化

 成長分野への投資強化
 地域別戦略の最適化
 新事業領域への挑戦

中期経営計画



基本戦略
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１．事業基盤の強化

地政学リスク 災害の激甚化 パンデミック急激な金利変動

多様化する事業継続リスク

変化する事業環境に柔軟に対応する為、人材力、ガバナンス体制及び財務体質の強化を図る。

人材マネジメントの強化

若手・女性活躍の仕組み作り
シニア人材の活用
研修・資格制度の見直し

ガバナンス体制の強化

内部統制の最適化
権限移譲の推進
権限と責任の明確化

財務体質の強化

運転資本効率の向上
 B/S、C/F経営への意識向上
グループ資金効率の向上

中期経営計画



基本戦略
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２．ビジネスフレームワークの進化

多様化する社会・取引先・社員の要求に答え続け、新たな企業価値を創造し続ける。

DXの推進

デジタル化による改革と価値創造
を推進し、真に必要とされる企業
グループを形成する。

業務や物流の効率化・合理化
取引先の業務改善
社員のITスキルの向上
社員エンゲージメントの向上

営業スタイルの多様化

モノ売りからコト売りへ、新たな
バリューチェーンを構築する。

工事の施工及び管理能力の向上
物流体制の最適化
最適な働き方の追求

サプライチェーン
ネットワークの最適化

サステナビリティに配慮すると共
に途切れることなく顧客ニーズに
対応した供給ネットワークを構築
する。

災害発生時における供給ネット
ワーク分断リスクへの対応

 CO2削減に向けた取り組みと
TCFD開示への準備

グループ全体で対応施策を検討

サステナビリティ

BCP対応 人権対応 CO2削減

中期経営計画



基本戦略
３．事業ポートフォリオの最適化

成長分野への積極投資を行うと共に、新たな事業領域に挑戦し、収益構造の多角化を図る。

成長分野への投資強化

メリ、ハリの効いた投資を実施し、
成長スピードのアップを図る。

開発営業の強化
特販営業の強化
首都圏営業の強化

地域別戦略の最適化

より地域に密着した地域特性に
あった戦略を実施し、安定的な収
益基盤の構築を図る。

市場の成長性や地域特性を加味
した適材適所の人材配置の実施

グループを横断した戦略実施
有力販売店との関係強化

新事業領域への挑戦

新たな事業領域に挑戦し、収益構
造の多角化を図る。

 ECサイト販売の強化
プライベートブランド商品販売
の強化

システム企画販売の強化

新事業領域への挑戦

地域別戦略の最適化

成長分野への投資強化

市場成長率

シェア
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2026年3月期のありたい姿
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売 上 高 183,000

営 業 利 益 3,000

営 業 利 益 率 1.6％

当 期 純 利 益 2,700

R O E 15.0％
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投下資本利益率（ROIC）を意識した経営を行い、
更なる企業価値の向上に努めて参ります。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2020/3期　経常利益2,084百万円　営業利益率0.95%　ROE   9.0%　 
2021/3期　経常利益2,036百万円　営業利益率0.82%　ROE   9.1%　 
2022/3期　経常利益3,788百万円　営業利益率1.68%　ROE 13.4%　ROIC 8.96%
2023/3期　経常利益4,354百万円　営業利益率1.89%　ROE 15.4%　ROIC 9.72%



ご注意
本資料に記載されている将来に関する目標及び業績につきましては、当社が現時点で
入手可能な情報による判断、仮定及び確認に基づいておりますが、今後の経済情勢、
事業運営における様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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